
「地方消費者行政強化作戦2020」策定に関する懇談会取りまとめ【概要①】

 作戦の実行を通じて、「地域住民のより豊かで安全・安心な消費生活を実現する」ことを目指す。
 住民自身がその効果を実感できる目標設定を行う。
 各主体が、作戦の実行を「自分事」として捉え、連携して一体となって取り組むための共通の目標設定を行う。
 定量的な目標だけでなく、実質面を評価した目標設定を行う。
 国からの支援の在り方や作戦を実施するための財源確保も含め、目標達成の実効性を担保するための方策も検討。

策定に向けた視点

 多くの分野で一定の進捗が見られたが、目標の達成に至っていない分野も見られる。
（引き続き、取り組むべき課題）
＜政策目標２＞消費生活相談体制の質の向上、＜政策目標５＞消費者安全確保地域協議会の設置

→ 進捗が不十分であり、その要因を把握し、引き続き取り組む。
＜政策目標３＞適格消費者団体の空白地域の解消、＜政策目標４＞消費者教育の推進

→ 具体的な目標は達成したが、今後は実質的な取組に着目した目標を設定し、引き続き取り組む。

「地方消費者行政強化作戦」の進捗状況

 SDGｓの達成への貢献という新たな視点による取組

→「エシカル消費の推進」、「消費者志向経営の推進」、「食品ロス削減の推進」等
 社会情勢の変化等を踏まえた新たな取組

→訪日・在日外国人の増加に対応した消費生活相談体制の整備、消費者ホットライン１８８の周知、SNSの
活用による消費生活相談、消費者団体の活躍の場の提供・支援の実施

取り組むべき新たな課題

 地方消費者行政の財政基盤や推進体制は脆弱であるとの声も踏まえ、
・地方公共団体の自主財源に裏付けられた消費者行政予算の拡充による基礎体力の向上
・更なる地方消費者行政の充実・強化に向けて実施すべき国からの支援

も見据え、今後の地方消費者行政の目指すべき姿を示した「地方消費者行政強化作戦2020」を策定。
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（消費生活相談） 消費者の権利を守るための基礎的なサービス
・国及び国民生活センター ・・・基盤強化（相談員育成、地方研修・オンデマンド研修の充実、PIO‐NET配備の充実）
・都道府県 ・・・市町村支援の充実（指定消費生活相談員、多言語・SNS対応）、広域連携の促進
・市町村 ・・・満足度の高い相談の実施（研修への積極的な参加）、相談員の就業環境改善

（消費者教育） 消費者被害を防止し、自立した消費者を育成するための基幹業務
・国及び国民生活センター ・・・ソフト面の支援強化（教材・事例提供、ポータルサイトの充実）、SDGｓ推進への財政支援
・都道府県 ・・・地域計画、協議会、コーディネーターを活用した全県的な消費者教育の推進
・市町村 ・・・国・都道府県のソフト面の支援を活用した、積極的な消費者教育の実施
・消費者団体 ・・・地域の消費者教育の担い手（地方公共団体と連携した出前講座の実施 等）

（地域の見守り活動） 高齢者等の消費者被害の未然防止・拡大防止を図るための重要な取組（関係機関との連携が重要）

・国及び国民生活センター ・・・見守りの担い手育成（消費生活協力員、協力団体）、事例の提供
・都道府県 ・・・市町村における協議会設置支援（福祉部局等と連携促進、情報提供）
・市町村 ・・・地域の見守り活動の実施（協議会設置、消費生活協力員、協力団体の積極的活用）
・消費者団体 ・・・地域の見守り活動の中心的役割（消費生活協力員、協力団体の育成に協力）

（その他の重要な取組）
・事業者への法執行、消費者志向経営の推進、地方消費者行政の推進に向けた計画の策定 等

各主体の役割と具体的取組

 国・地方公共団体共に必要な財源が確保されるよう取り組む。

 国は、財政支援策の検討を進めるとともに、キャラバンの継続的実施を通じて、地方公共団体に対して地方消費者行
政及び自主財源確保の重要性を継続的に訴える。

 国は、目標達成に向けて、地方公共団体の取組を促すための支援方策の拡充等を検討。
・先進的な地域のモデル事業の実施
・地域における重層的な消費者行政推進体制の構築（消費生活相談員、消費生活協力員の育成等）

地方公共団体は、地方交付税措置も踏まえ、自主財源に裏付けられた財源の確保を含む消費者行政の充実のため
のロードマップを描く。
 毎年度進捗状況の把握・評価を行うとともに、必要に応じて作戦を改定。

強化作戦の推進方策
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＜政策目標１＞消費生活相談体制の強化
 消費生活センターの設置促進

・県内人口カバー率90％以上（新）

＜政策目標２＞消費生活相談の質の向上
 消費生活相談員

・管内地方公共団体の50％以上に配置
・資格保有率を75％以上に引上げ
・研修参加率を100％に引上げ（各年度）
・指定消費生活相談員を配置（都道府県）（新）

＜政策目標３＞消費者教育の推進
 若年者の消費者教育の推進

・消費者教育教材「社会への扉」等を活用した全高校での授業実施（新）
・若年者の消費者ホットライン１８８の認知度の向上（新）
・若年者の消費生活センターの認知度の向上（新）

 地域における消費者教育推進体制の確保
・消費者教育コーディネーターの配置（全都道府県、政令市）（新）
・出前講座等の消費者教育の実施

 SDGｓへの取組
・エシカル消費の推進（新） ・消費者志向経営の促進（新） ・食品ロス削減の推進（新）

＜政策目標４＞高齢者等の消費者被害防止のための見守り活動の充実
 消費者安全確保地域協議会の設置

・県内人口カバー率50％以上
 地域の見守り活動の充実

・地域の見守り活動への消費生活協力員、協力団体の活用（新）
・見守り活動を通じて実現した消費者被害の未然防止、拡大防止（新）

＜政策目標５＞特定適格消費者団体、適格消費者団体、消費者団体の活動の充実（新）

＜政策目標６＞法執行体制の充実（新）

＜政策目標７＞地方における消費者政策推進のための体制強化（新）
・地方版消費者基本計画の策定及び計画の実施（全都道府県）（新）
・消費者行政職員の研修参加率80％以上（新）

地方消費者行政強化作戦2020の目標の設定


